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担 当 課 担 当 担 当 者 電話番号
地域医療推進課
総合療育推進室

総合療育推進係 奥田 直哉 直通 058-272-8279（内線 2628）

公共建築住宅課 建築第一係 堀 伸次 直通 058-272-8698（内線 3663）
特別支援教育課 特別支援学校整備係 松原 勝己 直通 058-272-8751（内線 3557）

県立希望が丘学園及び県立岐阜希望が丘特別支援学校の再整備について

県では、医療・福祉・教育が一体となった障がい児療育の拠点である希望が丘学園（病院、

医療型障害児入所施設、医療型児童発達支援センター）及び岐阜希望が丘特別支援学校の再

整備を推進しており、この度、新施設の基本設計が固まりましたので、お知らせします。

１ 再整備の目的

（１）現状と課題

・手足の機能などに障がいのある肢体不自由児の治療や訓練を行う施設である希望が丘学園は、

施設設備の老朽化が進む一方、医療的ケアの必要度の高い障がい児への対応や、発達障がい

児の診療・相談の増加への対応が課題となっています。

・また、岐阜希望が丘特別支援学校は、肢体不自由児の専門校としての機能の充実とともに、

新たに高等部を設置し、小学部・中学部から一貫した教育を行うことが求められています。

（２）新たな療育拠点施設の整備

・しかし、昭和４９年に整備された現在の建物では、こうした療育機能の一層の充実を求める

声に応えていくことが困難です。

・そこで、現在の敷地と隣接する旧岐阜市立伊奈波中学校の敷地を活用して施設を再整備し、

新しい岐阜県の障がい児療育の拠点として、平成２７年度中の供用開始をめざします。

【参考：現在の建物の外観（南側が特別支援学校玄関、北側が病院等玄関）】
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２ 再整備計画の概要

区 分 希望が丘学園 岐阜希望が丘特別支援学校

利用者数 ・病床数：53床、通園定員：50 名 ・児童生徒数：90名（小中高合計）

延床面積 ・約 7,300 ㎡ ・約 7,200 ㎡

主な設備

・整形外科、小児科、歯科診察室

・発達障がい診察室（小児科、児童精神

科） 新

・画像診断室

・病室（医療設備の充実、発達障がい児

親子病室 新）

・各種訓練室（運動訓練室、作業療法室、

感覚統合療法室 新、発達障がい児デイ

ケア室 新 ほか）

・総合相談窓口 新

・保育室

・多目的ホール 新、ボランティア室 新

・普通教室（小学部、中学部、高等部 新）

・各種特別教室（理科室、図工室、音楽室、

調理室、図書室等）

・職業教育用の各種特別教室 新（陶芸室、商

業関係室、作業室等）

・屋内運動場（体育館）新

・ジャグジープール 新

・希望が丘広場（特別支援学校ランチルーム）

新

共 通

・所在地：岐阜市則武 1816 番地（旧岐阜市立伊奈波中学校敷地）ほか

・敷地面積：約 27,000 ㎡

・建物：鉄筋コンクリート、２階建て

・概算建設工事費：４８億円（学園：約２４億円、特別支援学校：約２４億円）

注：平成 24 年 10 月末時点の計画であり、今後変更する場合がある

（参考：現在の希望が丘学園及び岐阜希望が丘特別支援学校）

○建物

・鉄筋コンクリート２階建て（特別支援学校は２階の一部を教室として利用）

・延床面積：約 6,800 ㎡、敷地面積：約 12,800 ㎡

○利用状況

・希望が丘学園／入園児：27.2 人(H19～H23 平均)、通園児：37.6 人(〃)

・岐阜希望が丘特別支援学校／児童生徒：53.4 人(〃)

３ スケジュール

平成 24 年度

平成 25 年度

平成 27 年度

平成 28 年度

基本・実施設計（～平成 25 年 4月末まで）

造成工事

建設工事着手

新希望が丘学園、新岐阜希望が丘特別支援学校（小学部・中学部）供用開始

高等部開設

第二期工事（特別支援学校屋内運動場、駐車場等）
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